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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子を搭載する電子内視鏡がプロセッサ装置を含む本体側装置に接続され、この本
体側装置から電子内視鏡へ電源を供給する電子内視鏡装置において、
　上記電子内視鏡と上記本体側装置との間を接続する電源／信号共用線と、
　上記本体側装置に設けられ、上記電源／信号共用線に電源を供給するための電源供給回
路と、
　上記電子内視鏡に設けられ、スコープ側発振器を用いて映像信号処理の電子内視鏡側基
準パルスを形成する電子内視鏡側同期信号発生回路と、
　上記プロセッサ装置に設けられ、上記スコープ側発振器とは異なる発振周波数のプロセ
ッサ側発振器を用いて映像信号処理のプロセッサ側基準パルスを形成するプロセッサ側同
期信号発生回路と、
　上記電源／信号共用線の供給電源上に上記撮像素子で得られた映像信号を重畳し、かつ
この映像信号の第１フィールド（若しくは第１フレーム）又は第２フィールド（若しくは
第２フレーム）のいずれか一方のフィールド（若しくはフレーム）の所定のブランキング
期間に電子内視鏡側基準パルスを重畳する電子内視鏡側波形重畳回路と、
　上記電源／信号共用線の供給電源上に重畳された映像信号の第１フィールド（若しくは
第１フレーム）又は第２フィールド（若しくは第２フレーム）の上記電子内視鏡側基準パ
ルスが重畳されない他方のフィールド（若しくはフレーム）の所定のブランキング期間に
プロセッサ側基準パルスを重畳するプロセッサ側波形重畳回路と、
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　上記電源／信号共用線に重畳された映像信号及び電子内視鏡側基準パルスを分離するプ
ロセッサ側分離回路と、
　上記電源／信号共用線に重畳されたプロセッサ側基準パルスを分離する電子内視鏡側分
離回路と、を備え、
　上記電子内視鏡側同期信号発生回路では、上記電子内視鏡側分離回路から得られたプロ
セッサ側基準パルスに同期した映像信号処理のための信号を発生し、上記プロセッサ側同
期信号発生回路では、上記プロセッサ側分離回路から得られた電子内視鏡側基準パルスに
同期した映像信号処理のための信号を発生し、これらの信号に基づいて映像信号を処理す
ることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　上記撮像素子での電荷蓄積時間を電子シャッタ速度として制御する電子シャッタ回路を
設け、
　上記プロセッサ側波形重畳回路は、上記電源／信号共用線で供給される映像信号の所定
のブランキング期間に電子シャッタ制御信号を重畳し、
　上記電子内視鏡側分離回路は、上記電源／信号共用線に重畳された電子シャッタ制御信
号を分離することを特徴とする請求項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　上記プロセッサ側波形重畳回路は、映像信号において電子内視鏡側基準パルス及びプロ
セッサ側基準パルスが重畳されたブランキング期間以外のブランキング期間に、電子シャ
ッタ制御信号を重畳することを特徴とする請求項１又は２記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電子内視鏡装置、特にスコープである電子内視鏡をプロセッサ装置に接続するも
のにおいて、これらの間で電源を供給し、かつ映像信号を伝送するための接続線及び信号
伝送の構成に関する。
【０００２】
【従来の技術】
電子内視鏡装置では、例えば固体撮像素子であるＣＣＤ（Charge Coupled Device）が搭
載された電子内視鏡（スコープ）がプロセッサ装置にケーブル及びコネクタにて接続され
る。そして、このケーブル及びコネクタを介して、プロセッサ装置からスコープへ電源の
供給、各種の制御信号の伝送が行われ、またスコープからプロセッサ装置へ映像信号及び
各種の制御信号の伝送が行われる。
【０００３】
即ち、プロセッサ装置から電源線によって供給された直流電源によってスコープは駆動さ
れ、一方スコープのＣＣＤで撮像された映像信号が信号線（伝送線）を介してプロセッサ
装置へ送られており、このプロセッサ装置にて映像信号に対し各種のカラー映像処理を施
すことによって被観察体像がモニタに表示される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記電子内視鏡装置では、スコープとプロセッサ装置を接続するケーブル
に電源線と複数の信号線を含んでおり、このケーブルコネクタにおいては多ピン構造とな
るため、いずれかの接続ピンで接触不良が生じたり、接続ピンが破損したりする恐れがあ
り、コスト的にも高くなるという問題があった。
【０００５】
また、近年では、適用部位や目的の異なるスコープを共通のプロセッサ装置に接続できる
ようにすることが要請され、またスコープに搭載するＣＣＤの多画素化が進んでいること
から、多画素化された画素数の異なるＣＣＤを搭載する各種のスコープを、共通のプロセ
ッサ装置に接続可能にすることも要請されている。更に、電子内視鏡装置では、ＣＣＤの
蓄積電荷時間を可変設定して映像の明るさを制御する電子シャッタ機能が用いられており
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、この電子シャッタ機能を実行可能にすることも必要である。
【０００６】
本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、電源線と信号線を共用化
し、最小の本数にてスコープとプロセッサ装置を接続することが可能となり、また種類の
異なるスコープを共通のプロセッサ装置に接続する場合でも映像処理を良好に実行するこ
とができる電子内視鏡装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、請求項１記載の発明は、撮像素子を搭載する電子内視鏡がプ
ロセッサ装置を含む本体側装置に接続され、この本体側装置から電子内視鏡へ電源を供給
する電子内視鏡装置において、上記電子内視鏡と上記本体側装置との間を接続する電源／
信号共用線と、上記本体側装置に設けられ、上記電源／信号共用線に電源を供給するため
の電源供給回路と、上記電子内視鏡に設けられ、スコープ側発振器を用いて映像信号処理
の電子内視鏡側基準パルスを形成する電子内視鏡側同期信号発生回路と、上記プロセッサ
装置に設けられ、上記スコープ側発振器とは異なる発振周波数のプロセッサ側発振器を用
いて映像信号処理のプロセッサ側基準パルスを形成するプロセッサ側同期信号発生回路と
、上記電源／信号共用線の供給電源上に上記撮像素子で得られた映像信号を重畳し、かつ
この映像信号の第１フィールド（若しくは第１フレーム）又は第２フィールド（若しくは
第２フレーム）のいずれか一方のフィールド（若しくはフレーム）の所定のブランキング
期間に電子内視鏡側基準パルスを重畳する電子内視鏡側波形重畳回路と、上記電源／信号
共用線の供給電源上に重畳された映像信号の第１フィールド（若しくは第１フレーム）又
は第２フィールド（若しくは第２フレーム）の上記電子内視鏡側基準パルスが重畳されな
い他方のフィールド（若しくはフレーム）の所定のブランキング期間にプロセッサ側基準
パルスを重畳するプロセッサ側波形重畳回路と、上記電源／信号共用線に重畳された映像
信号及び電子内視鏡側基準パルスを分離するプロセッサ側分離回路と、上記電源／信号共
用線に重畳されたプロセッサ側基準パルスを分離する電子内視鏡側分離回路と、を備え、
上記電子内視鏡側同期信号発生回路では、上記電子内視鏡側分離回路から得られたプロセ
ッサ側基準パルスに同期した映像信号処理のための信号を発生し、上記プロセッサ側同期
信号発生回路では、上記プロセッサ側分離回路から得られた電子内視鏡側基準パルスに同
期した映像信号処理のための信号を発生し、これらの信号に基づいて映像信号を処理する
ことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、上記撮像素子での電荷蓄積時間を電子シャッタ速度として制御
する電子シャッタ回路を設け、上記プロセッサ側波形重畳回路は、上記電源／信号共用線
で供給される映像信号の所定のブランキング期間に電子シャッタ制御信号を重畳し、上記
電子内視鏡側分離回路は、上記電源／信号共用線に重畳された電子シャッタ制御信号を分
離することを特徴とする。
　請求項３記載の発明は、上記プロセッサ側波形重畳回路は、映像信号において電子内視
鏡側基準パルス及びプロセッサ側基準パルスが重畳されたブランキング期間以外のブラン
キング期間に、電子シャッタ制御信号を重畳することを特徴とする。
【０００９】
上記請求項１の構成によれば、電子内視鏡とプロセッサ装置が例えば１本の同軸ケーブル
（又はアース線を含めて２本の電線）で接続され、この電源／信号共用線である同軸ケー
ブルにて、プロセッサ装置から電子内視鏡へ電源が供給されると共に、この電源／信号共
用線の供給電源上（電源レベル）に波形重畳する形で電子内視鏡からプロセッサ装置へ映
像信号が伝送される。
【００１０】
　また、この映像信号には、例えば最初の第１フィールド（一般に奇数フィールドとなり
、ノンインターレース走査の場合は第１フレームとなる）における第１水平ライン信号の
ブランキング期間に、電子内視鏡側基準パルス（クロック信号）が重畳されると共に、第
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２水平ライン以降のブランキング期間に電子内視鏡に関する情報信号（例えば８ビットデ
ータ）が重畳され、また第２フィールド（又は第２フレーム）の第１水平ラインのブラン
キング期間にプロセッサ側基準パルスを重畳される。上記電子内視鏡に関する情報信号と
しては、電子内視鏡の種類、撮像素子の画素数情報、色信号の処理情報等の各種の情報が
ある。
【００１１】
　そして、電子内視鏡では、プロセッサ側基準パルスが分離抽出され、プロセッサ装置で
は、電子内視鏡側基準パルスと電子内視鏡に関する情報信号が分離抽出され、この電子内
視鏡側基準パルスに同期したクロック信号が形成されると共に、電子内視鏡に関する情報
はマイコンに入力され、この情報に基づいた画像処理が行われる。
【００１２】
また、請求項２の発明によれば、次の第２フィールド（一般に偶数フィールドとなり、ノ
ンインターレースの場合は第２フレームとなる）における例えば第２水平ライン以降のブ
ランキング期間に、電子シャッタ制御信号が重畳される。即ち、プロセッサ装置では映像
の明るさが測定されており、この明るさの判定に基づいて撮像素子における電荷蓄積時間
（露光時間）を調整するための電子シャッタ速度の制御信号（例えば８ビットデータ）が
供給電源上に重畳される。そして、この電子シャッタ速度制御信号は、電子内視鏡にて分
離抽出されて電子シャッタ回路に供給され、この電子シャッタ回路にて撮像素子での電荷
蓄積時間（電子シャッタ速度）が制御される。
【００１３】
【発明の実施の形態】
図１及び図２には、第１実施例の電子内視鏡装置の構成が示されており、図１において、
スコープ（電子内視鏡）Ａは電源／信号共用線である１本の同軸ケーブル１０によってプ
ロセッサ装置Ｂに接続される。このスコープＡの先端部に、例えば４１万画素のＣＣＤ１
２、電子シャッタ回路１３が設けられ、図示していないが、この先端部には光源装置から
ライトガイドを介して照明光が供給される。上記電子シャッタ回路１３は、上記ＣＣＤ１
２を駆動すると共に、上記ＣＣＤ１２に蓄積された電荷を掃き出す掃出しパルス（SUBパ
ルス）の数を設定することによって、後に蓄積される実質の電荷蓄積時間（露光時間）を
電子シャッタ速度として可変制御する。
【００１４】
また、このスコープＡには、直流（ＤＣ）電源を入力する電源受給回路１４、スイッチン
グレギュレータ等を有し上記電源受給回路１４からの供給電源により複数の電源電圧を形
成する電源形成回路１５、上記同軸ケーブル１０の供給電源上に重畳された制御信号等を
分離する波形分離回路１６、供給電源上に映像信号（インターレース走査の信号）を波形
重畳し、かつこの映像信号の第１フィールド第１水平ライン信号のブランキング期間にス
コープ側基準パルスを重畳すると共に、第１フィールドの第２水平ライン信号以降のブラ
ンキング期間にスコープＡに関するスコープ情報信号を重畳する波形重畳回路１７が設け
られる。このスコープ情報としては、スコープＡの種類、ＣＣＤ１２の画素数、色信号の
処理等の各種の情報がある。
【００１５】
更に、後述のプロセッサ側基準パルスの位相と発振信号の位相を比較する位相比較回路１
８、画素単位のクロック信号、水平同期（ＨＤ）信号、垂直同期（ＶＤ）信号、リセット
信号等の信号を形成するタイミングジェネレータ（ＴＧ）１９が設けられている。このタ
イミングジェネレータ１９は、４１万画素ＣＣＤ１２の駆動用周波数２８．６３６３ＭＨ
ｚを発振する水晶発振器１９ａと可変容量ダイオード１９ｂを有し、上記スコープ側基準
パルスとして周波数２８．６．６３ＭＨｚのクロック信号を出力し、また上記位相比較回
路１８と共にＰＬＬ（Phase Locked Loop）を形成することによってプロセッサ側基準パ
ルスに同期した信号を発生させる同期信号発生回路として機能する。
【００１６】
また、上記ＣＣＤ１２の出力信号を入力するバッファ２０、スコープＡの各回路を統括制
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御するマイコン２１、及びスコープの種類、画素数、色信号処理等のスコープＡに関する
スコープ情報を格納したＥＥＰＲＯＭ５０等が設けられており、このスコープ情報信号は
マイコン２１によって波形重畳回路１７へ供給される。
【００１７】
一方、プロセッサ装置Ｂには、スコープＡへＤＣ電源を供給するための電源供給回路２３
、供給電源上において電子シャッタ速度等の制御信号の波形を第２フィールドのブランキ
ング期間に重畳する波形重畳回路２４、ＡＣ成分である上記映像信号、スコープ側基準パ
ルスやスコープ情報信号を分離する波形分離回路２５が設けられる。また、この波形分離
回路２５の出力を入力するように、位相比較器２６及び同期信号発生器（ＳＳＧ）２７が
設けられており、この位相比較器２６は、スコープ側基準パルスの位相と発振信号の位相
を比較し、その位相差に比例した電圧を発生させる。上記同期信号発生器２７は、例えば
４１万画素ＣＣＤの駆動用の周波数２８．６３６３ＭＨｚを発生する水晶発振器２７ａ、
可変容量ダイオード２７ｂ有し、上記位相比較回路２６の出力電圧を発振器２７ａと可変
容量ダイオード２７ｂの接続点に入力し、ＰＬＬを形成することにより、上記スコープ側
基準信号に同期させたクロック、水平同期（ＨＤ）信号、垂直同期（ＶＤ）信号等を発生
させる。
【００１８】
また、このプロセッサ装置Ｂには、各回路を統括制御するマイコン３１が設けられ、更に
上記波形分離回路２５から映像信号を入力し、相関二重サンプリングを行う相関二重サン
プリング（ＣＤＳ）回路３２、Ａ／Ｄ変換器３３、映像信号に対しカラー映像形成のため
の各種処理を施すＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）回路３４、映像の拡大・縮小を
電子的に行う電子ズーム回路３５、Ｄ／Ａ変換器３６、アンプ３７等が設けられる。
【００１９】
図２には、スコープＡの電源受給回路１４、波形分離回路１６及び波形重畳回路１７の具
体的な回路が示されており、上記電源受給回路１４では、上記同軸ケーブル１０に繋がる
供給電源線７０に直列接続され、高周波を阻止するチョークコイルＬ１と、供給電源線７
０に並列接続されるコンデンサＣ１とから平滑回路を構成する。上記波形分離回路１６で
は、供給電源線７０からの入力に対し基準電位を与える基準電圧源（Ｒｅｆ．）１６Ａ、
ＡＣ（交流）成分を抜き取るためのコンデンサＣ２、抵抗Ｒ１等が配置され、供給電源線
７０からＡＣ成分、即ちプロセッサ装置Ｂから供給された制御信号を分離する。
【００２０】
次に、上記波形重畳回路１７では、供給電源線７０とアースとの間に、コイルＬ２とトラ
ンジスタＴｒが配置され、このトランジスタＴｒのコレクタがコイルＬ２の一端、エミッ
タがアースに接続され、このトランジスタＴｒのベースに、重畳信号として上記バッファ
２０からの映像信号と上記タイミングジェネレータ１９からの基準クロックパルスが与え
られる。また、上述した波形重畳回路１７と波形分離回路１６の構成は、プロセッサ装置
Ｂでの波形重畳回路２４と波形分離回路２５の構成としても同様に用いられる。
【００２１】
第１実施例は以上の構成からなり、上記プロセッサ装置Ｂの電源を投入すると、電源供給
回路２３からＤＣ電源が同軸ケーブル１０を介してスコープＡへ供給される。一方、上記
スコープＡでは、電源受給回路１４にて電源供給回路２３から供給されたＤＣ電源を受け
ると、電源形成回路１５により所定電圧の
複数の電源が形成され、これが各回路へ供給される。
【００２２】
そして、上記ＤＣ電源が、電子シャッタ回路１３へ供給されると、この電子シャッタ回路
１３によってＣＣＤ１２が駆動され、被観察体が撮像される。このＣＣＤ１２から出力さ
れた撮像信号（映像信号）は、バッファ２０を介して波形重畳回路１７へ供給され、この
波形重畳回路１７によって映像信号が供給電源上（７０）に重畳されることになり、この
映像信号は同軸ケーブル１０を介してプロセッサ装置Ｂへ送られる。このとき、上記波形
重畳回路１７には、マイコン２１の制御によって、まずタイミングジェネレータ１９から
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基準パルス（周波数２８．６３６３ＭＨｚのクロック信号）が１０パルス程度、入力され
、この基準パルスが同期用信号として上記映像信号の第１フィールド第１水平ライン信号
のブランキング期間に重畳される。
【００２３】
図３には、上記波形重畳回路１７の出力状態の一部が示されており、例えばＤＣ電源が１
２Ｖであるとすると、１２Ｖの供給電圧上に映像信号の水平ライン信号（実質的な映像信
号）Ｓa1，Ｓa2，Ｓa3， … が反転状態で重畳される。そして、映像信号（インターレー
ス走査する場合）の第１（最初の）フィールド（一般に奇数フィールドとなる）の第１水
平ライン信号Ｓa1のブランキング期間Ｂa1に、基準パルスＳｅが１０パルス程度、重畳さ
れる（図５）。
【００２４】
また、当該例では、図５に示されるように、マイコン２１の制御によって、スコープ情報
が波形重畳回路１７にて第１フィールドの第２水平ライン信号（２Ｈ－Ｓa2）以降のブラ
ンキング期間に波形重畳される。図４に示されるように、ＥＥＰＲＯＭ５０には、スコー
プＡ側の種類、ＣＣＤ１２の画素数、色信号の処理等のスコープ情報がアドレス０，１，
２…に８ビットのデータで格納されている場合を考えると、１水平ライン信号のブランキ
ング期間毎に、１つのパルスで１を表す１又は０のビットデータが波形重畳される。即ち
、図５に示されるように、例えば第２水平ライン信号２Ｈから第５水平ライン信号５Ｈ（
四角が実際の映像信号部分）のブランキング期間Ｂa2～Ｂa5にアドレス０のデータ、“０
，０，０，０”が波形重畳され、第６水平ライン信号６Ｈから第１３水平ライン信号１３
Ｈのブランキング期間Ｂa6～Ｂa13にスコープデータ、“１，０，１，０，０，１，０，
０”が順に波形重畳される。
【００２５】
一方、プロセッサ装置Ｂの波形分離回路２５では、上記同軸ケーブル１０を介して供給さ
れるＡＣ成分が分離され、図３及び図５で説明した水平ライン信号Ｓa1，Ｓa2，Ｓa3 … 
の映像信号はＣＤＳ回路３２へ供給され、最初にブランキング期間Ｂa1から分離したスコ
ープ側基準パルスＳｅは位相比較回路２６を介して同期信号発生器２７へ供給される。こ
の位相比較回路２６及び同期信号発生器２７では、ＰＬＬが機能し可変容量ダイオード２
７ｂに加えられる電圧が変化することによって上記基準パルスＳｅに同期したクロック信
号、そして水平同期信号、垂直同期信号等のタイミング信号が形成される。即ち、上記の
基準パルスＳｅの重畳位置が第１フィールドの第１水平ライン信号であることが予め分か
っているので、このパルスＳｅに基づいて水平走査の同期、垂直走査の同期がとれること
になり、これらのタイミング信号はＣＤＳ回路３２等へ供給される。
【００２６】
また、この波形分離回路２５では、図５の第２水平ライン信号２Ｈ以降のブランキング期
間Ｂa2～Ｂa13，Ｂa14～からスコープ情報信号が分離され、このスコープ情報はマイコン
３１へ供給される。このスコープ情報により、マイコン３１では、接続したスコープＡに
適した映像処理の制御が実行され、異なる種類のスコープＡが接続された場合でも、その
スコープ特性に応じた良好な処理が行われる。
【００２７】
そして、上記ＣＤＳ回路３２では、入力された映像信号が相関二重サンプリングされ、次
段のＡ／Ｄ変換器３３でデジタル信号とされた信号は、ＤＳＰ回路３４にてカラー映像処
理が施され、電子ズーム回路３５、Ｄ／Ａ変換器３６及びアンプ３７を介してモニタへ供
給される。
【００２８】
更に、当該例のスコープＡの電子シャッタ回路１３では、電子シャッタ速度の可変設定に
よって映像の明るさを調整しており、この電子シャッタ速度の制御信号がプロセッサ装置
Ｂから上記同軸ケーブル１０を介してスコープＡへ供給される。即ち、上記ＤＳＰ回路３
４では、現在の映像信号の測光信号又は輝度信号が検出され、これらに基づいて映像の明
るさを一定にする電子シャッタ速度の制御信号がマイコン３１へ供給されており、この結
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果、波形重畳回路２４を介して上記電子シャッタ速度の制御信号が電源上の第２フィール
ドのブランキング期間に重畳される。
【００２９】
例えば、この電子シャッタ速度の制御信号は、１水平同期信号に同期した掃出しパルスの
数（例えば０から２５２）を表す８ビットデータであり、図６に示されるように、第２フ
ィールドの第２水平ライン２Ｈ（Ｓb2）から第９水平ライン９Ｈのブランキング期間Ｂb2

～Ｂb9に、電子シャッタ速度制御データ“０，１，１，０，０，０，０，１”が順に重畳
される。
【００３０】
そうして、スコープＡの波形分離回路１６では、同軸ケーブル１０から供給される電源上
から上記電子シャッタ速度制御信号が分離され、この制御信号はマイコン２１を介して電
子シャッタ回路１３へ送られる。この結果、電子シャッタ回路１３では、電子シャッタ速
度制御信号である掃出しパルス数によって蓄積電荷の掃出し時間が制御され、この掃出し
後の電荷蓄積時間が電子シャッタ速度として制御される。
【００３１】
以上のようにして、電源／信号共用線である同軸ケーブル１０を介して供給されたスコー
プ側基準パルスＳｅとスコープ情報に基づいてプロセッサ装置Ｂが映像処理を実行し、か
つ同軸ケーブル１０を介して供給された電子シャッタ速度制御信号に基づいてスコープＡ
が露光時間制御を実行することにより、被観察体の映像をモニタに良好に表示することが
可能となる。
【００３２】
また、当該実施例では、異なる画素数の各種のスコープＡを接続する場合に対応した処理
が行えるようになっている。例えば、スコープＡが２７万画素のＣＣＤ１２を搭載し、プ
ロセッサ装置が４１万画素の撮像素子の処理を基準とするように構成されている場合は、
スコープＡが発振周波数１９．０６３２ＭＨｚのクロック信号を用い、プロセッサ装置Ｂ
が発振周波数２８．６３６３ＭＨｚのクロック信号を用いることになり、プロセッサ装置
Ｂにてスコープ側基準パルスＳｅに基づいて同期をとるだけでは、不十分となる。即ち、
１０パルス程度の基準パルスは、スコープＡからプロセッサ装置Ｂまでの長さを伝送する
こと、またトランスを通すこと等によってその波形に歪みが生じ、この波形歪みによって
正確な同期状態が得られなくなる。
【００３３】
そこで、当該例では、スコープＡでもプロセッサ側基準パルスに基づいて同期がとれるよ
うに構成される。例えば、図１のプロセッサ装置Ｂの同期信号発生器２７では、発振周波
数２８．６３６３ＭＨｚを分周器で２／３分周した１９．０９０９ＭＨｚを形成し、これ
をプロセッサ側基準パルスとして、スコープＡへ同軸ケーブル１０を介して送る。即ち、
波形重畳回路２４にて、図３に示されるように、映像信号の第２フィールド（一般に偶数
フィールドとなる）の第１水平ライン信号Ｓb1のブランキング期間にＢb1に、プロセッサ
側基準パルスＳｐが１０パルス程度、重畳される。
【００３４】
一方、スコープＡのタイミングジェネレータ１９でも、同期信号発生の機能を有しており
、波形分離回路１６から分離した上記プロセッサ側基準パルスＳｐに同期した信号を形成
する。このプロセッサ側基準パルスＳｐの場合も、この重畳位置が第２フィールドの第１
水平ライン信号であることが分かっているので、このパルスＳｐの入力によって水平走査
の同期、垂直走査の同期がとれることになる。
【００３５】
このようにして、プロセッサ装置Ｂでは、第１フィールド第１水平ライン信号に重畳した
スコープ側基準パルスＳｅに同期させると共に、スコープＡでは、第２フィールド第１水
平ライン信号に重畳したプロセッサ側基準パルスＳｐに同期させることにより、波形歪み
の生じない安定した信号同期が行われる。
【００３６】
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更に、上記の場合、スコープ側基準パルスの周波数１９．０６３２ＭＨｚとプロセッサ側
基準パルスの周波数１９．０９０９ＭＨｚが相違することから、水平方向の幅が少し小さ
くなるが、この水平方向の幅は電子ズーム回路３５等で補正される。即ち、電子ズーム回
路３５に設けられた画像メモリにおいて、スコープ側基準パルスに同期したタイミングで
書き込まれた画像データを、発振周波数２８．６３６３ＭＨｚから形成した約６３．５μ
secの水平同期信号のタイミングで読み出すことにより、水平方向の幅を修正することが
できる。
【００３７】
上記実施例では、スコープ情報信号を第１フィールド第２水平ライン信号以降のブランキ
ング期間に重畳し、電子シャッタ速度制御信号を第２フィールド第２水平ライン信号以降
のブランキング期間に重畳したが、これらの重畳位置は任意に変更設定することができる
。また、上記例では、インターレース走査の場合を説明したが、ノンインターレース走査
の場合は、スコープ側基準パルスＳｅを第１（最初の）フレームの第１水平ライン信号の
ブランキング期間、スコープ情報信号を第１フレームの第２水平ライン信号以降のブラン
キング期間に重畳し、プロセッサ側基準パルスＳｐを第２フレームの第１水平ライン信号
のブランキング期間に重畳し、電子シャッタ速度制御信号を第２フレーム第１水平ライン
信号以降の所定のブランキング期間に重畳することができる。
【００３８】
更に、上記実施例とは逆に、プロセッサ側基準パルスＳｐを第１フィールド（又は第１フ
レーム）の第１水平ライン信号Ｓａ１のブランキング期間Ｂａ１に重畳し、スコープ側基
準パルスＳｅを第２フィールド（又は第２フレーム）の第１水平ライン信号Ｓｂ１のブラ
ンキング期間Ｂｂ１に重畳することもできる。
【００３９】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、電子内視鏡とプロセッサ装置との間に電源／信
号共用線を配設し、かつ電子内視鏡側では供給電源上に映像信号を重畳し、かつこの映像
信号の例えば第１フィールド第１水平ライン信号のブランキング期間に電子内視鏡側基準
パルスを重畳すると共に、第２フィールド第1水平ライン信号のブランキング期間にプロ
セッサ側基準パルスを重畳し、電子内視鏡側では、プロセッサ側基準パルスに同期した映
像信号処理のための信号を形成し、プロセッサ装置側では電子内視鏡側基準パルスに同期
した映像信号処理のための信号を形成し、これらの信号に基づいて映像信号の処理を施す
ようにしたので、電源線と信号線を共用化し、例えば同軸ケーブル１本にて電子内視鏡と
プロセッサ装置を接続することができ、種類の異なる電子内視鏡を共通のプロセッサ装置
に接続する場合でも良好な映像を形成することが可能となる。そして、接続ピンの接触不
良等もなくなり、製作コストも削減される。
【００４０】
また、請求項２の発明によれば、プロセッサ装置側では、上記電源／信号共用線で供給さ
れる映像信号の例えば第２フィールドの所定のブランキング期間に電子シャッタ制御信号
を重畳し、電子内視鏡側では、電源上から分離した電子シャッタ制御信号によって電子シ
ャッタ制御を行うようにしたので、電子シャッタ機能による露光制御が実行された良好な
映像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係る電子内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施例の電源受給回路、波形分離回路及び波形重畳回路の具体的な構成を示す図
である。
【図３】実施例の波形重畳回路において供給電源上に伝送信号が重畳された状態を示す図
である。
【図４】実施例のＥＥＰＲＯＭに格納されたスコープ情報データを示す図である。
【図５】実施例において供給電源上に重畳される映像信号の第１フィールドの信号を示す
図である。
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【図６】実施例において供給電源上に重畳される映像信号の第２フィールドの信号を示す
図である。
【符号の説明】
Ａ…スコープ（電子内視鏡）、Ｂ…プロセッサ装置、
１２…ＣＣＤ、　　　　１３…電子シャッタ回路、
１４…電源受給回路、　１６，２５…波形分離回路、
１７，２４…波形重畳回路、
１９…タイミングジェネレータ（ＴＧ）、
２１，３１…マイコン、２３…電源供給回路、
１８，２６…位相比較回路、
２７…同期信号発生器（ＳＳＧ）、
１９ａ，２７ａ…水晶発振器、　３２…ＣＤＳ回路、
３４…ＤＳＰ回路、　　５０…ＥＥＰＲＯＭ。

【図１】 【図２】
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